
●お問い合わせ
撮影に関するお問い合わせは政策企画課まで。企画振興部 政策企画課　☎0826-42-5627

日時：10月27日（金）
　　　 10：00～10：30
場所：保健センター

2歳 6か月児相談

高宮町
宇都 翔真くん（H27.1.19 生）

「明るい子に育ってね !!」

  うと       しょうま

甲田町
中村 皇稀くん（H27.3.9 生）

「心も体も元気に大きくなーれ！!」

なかむら　 こうき

吉田町
本多 由莉ちゃん（H27.1.6 生）「元気で優しい子になってね！」

   ほんだ　     ゆり

高宮町
宇都 悠真くん（H27.1.19 生）

「明るい子に育ってね !!」

    うと          ゆうま

甲田町
沖田 夕桜ちゃん（H27.2.25 生）

「元気に大きくなってね」

おきだ　    ゆさ

吉田町
内海 心菜ちゃん（H27.1.7 生）

「明るく優しい子に育ってね！！」

 うつみ　    ここな

高宮町
山口 愛乃ちゃん（H27.2.10 生）

     やまぐち　  あいの

「元気に笑顔いっぱいで大きくなってね♡」

八千代町

津田 莉織菜ちゃん（H27.2.13 生）

「元気に大きくなってね♡」
つだ　         りおな 甲田町

丸田 蒼士くん（H27.2.15 生）
「大きくなってね」

 まるた　   そうし

向原町
末木 創裕くん（H.27.2.16 生）

「いっぱいたべて大きくなってね」

すえき　  そうすけ

吉田町
盆子原 凪都くん（H27.2.25 生）

「強くて優しい子に育ってね！！」
ぼんこばら　       なつ

人がつながる田園都市「広報あきたかた」

リレーコラム山本 杏奈
さん

etto-etto ひろしまリーダー

ご当地アイドル

祝 成人
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未 来 を 担 う 若 者 の

決
意

新
た
に

（日本大好
き）

　8
月
15
日
（
火
）、
ク
リ
ス
タ
ル

ア
ー
ジ
ョ
に
て
『
安
芸
高
田
市
成

人
式
』が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。今
年

の
式
典
に
参
列
し
た
の
は
、
新
成

人
3
2
0
名
の
う
ち
2
0
3
名
。

お
ご
そ
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
っ
た

式
の
冒
頭
、
永
井
教
育
長
は
、「
今

日
ま
で
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
や
友
人
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
一
歩

一
歩
確
実
に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、
来

賓
を
代
表
し
て
「
ふ
る
さ
と
安
芸

高
田
市
の
発
展
の
た
め
に
、
み
な

さ
ん
の
無
限
の
力
を
積
極
的
に
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
エ
ー
ル

を
贈
っ
た
浜
田
市
長
を
は
じ
め
、

先
川
市
議
会
議
長
、
児
玉
県
議
会

議
員
、
河
井
衆
議
院
議
員
の
4
名

の
み
な
さ
ん
が
新
成
人
に
向
け
て

祝
辞
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　記
念
品
の
贈
呈
で
は
、
新
成
人

を
代
表
し
て
藤
原
日
智
果
さ
ん
が

記
念
品
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
、

松
本
卓
馬
さ
ん
と
江
﨑
結
音
さ

ん
が
、
力
強
く『
誓
い
の
こ
と
ば
』

を
述
べ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　記
念
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た

『
先
輩
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
』に
は
、吉
田
町
で
造
園
業
を
営

む
松
本
亮
介
さ
ん
、
美
土
里
町
の

保
育
園
勤
務
で
錦
城
神
楽
団
に

所
属
し
笛
を
担
当
し
て
い
る
石
本

愛
さ
ん
、
高
宮
町
で
実
家
の
建
設

会
社
に
勤
め
る
傍
ら
、
バ
ン
ド
マ

ン
と
し
て
音
楽
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
石
樵
良
吉
さ
ん
の
3
名

が
、
市
へ
の
想
い
や
魅
力
を
熱
く

語
り
ま
し
た
。冒
頭
で
得
意
な
ギ

タ
ー
を
披
露
し
た
石
樵
さ
ん
を
は

じ
め
、
個
性
的
で
魅
力
的
な
先
輩

方
の
話
に
、
新
成
人
た
ち
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、
行
政
の

取
り
組
み
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
健
康
長
寿
課
・
健

康
あ
き
た
か
た
21
推
進
協
議
会
、

商
工
観
光
課
、
地
方
創
生
推
進

課
、
生
涯
学
習
課
の
4
部
署
が
担

当
事
業
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　懐
か
し
い
友
と
の
再
会
に
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
、
喜
び
を
爆
発
さ
せ

る
新
成
人
た
ち
。み
な
さ
ん
の
夢

が
多
く
叶
う
こ
と
を
願
い
、
ど
こ

に
い
て
も
そ
の
無
限
の
パ
ワ
ー
で

未
来
を
切
り
開
い
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

45
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123

■石本愛さん　■松本亮介さん　■石樵良吉さん　■祝辞を述べ
る浜田市長　■お祝いメッセージを贈ってくださった先輩成人のみな
さんに感謝の花束を贈呈する新成人たち　■お祝いに訪れた“たか
たん”　■記念品を贈呈した金川教育委員と受理者の藤原さん
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平
成
29
年
度 

安
芸
高
田
市
成
人
式

代表として『誓いのことば』
を述べた松本卓馬さん（右）
と江﨑結音さん（左）
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イングリッシュキャンプ2017

このコーナーは
市内のいろいろな出来事を
紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を
お知らせください。

安芸高田市　政策企画課
〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地
☎42-5627　　42-4376

こちらまで！

英会話に親しみながらコミュニケーションを
深めることを目的として、安芸高田市教育委員
会主催のイングリッシュキャンプが実施されま
した。市内の中学生18名が参加したイングリッ
シュキャンプでの会話は全て英語。最初はとて
も緊張した様子での自己紹介でしたが、普段学
校に勤務しているＡＬＴ（英語指導助手）が各
グループに入り、英語でのゲームやグループで
の発表などコミュニケーションを取るうち、参
加者同士も徐々にうちとけていきました。

子どもふるさと探検隊の夏休み恒例行事の夏季
合宿（1泊2日）に、市内6町8小学校から31
名が参加しました。1日目、郷野小学校前の水辺
の学校で行われたカヌー教室では、悪戦苦闘しな
がらも参加した子どもたちはすぐに上達。夜は天
体観測の話を聞いた後、河川敷で花火や肝試しが
行われました。２日目は国土交通省職員の方の指
導のもと、水生生物調査を行い、「ややきれい」と
なった川の汚れ測定結果を見て、「みんなで川をき
れいにしていきたい」と子どもたちは話しました。

安芸高田市戦没者追悼式並びに平和祈念式典が、
市遺族連合会主催により開催されました。今年は、
市原爆被害者連絡協議会が後援に加わり、ともに
犠牲になられた多くの人々の冥福を祈り、恒久平
和への思いを新たにされました。式典には110
人が参列し厳粛に執り行われ、一分間の黙とうの
後、献花台に白菊を手向け、静かに手を合わせて
おられました。式典終了後、向原町原爆被害者の
会の会長、玉川祐光さんから自らの被爆体験を聴
き、平和への願いを一層強くされていました。

安芸高田市から世界へ!!

平和への想いを新たに 1泊2日の夏季合宿
戦没者追悼式並びに平和祈念式典 江の川水辺の学校夏季合宿

7月 29日（土）・30（日）／江の川水辺の学校8月 18日（金）／クリスタルアージョ

７月３１日（月）／クリスタルアージョ小ホール

合宿式典

英会
話

P2 特集

P4 目次

P5 HOT な話題

P8 市民のコーナー

P9 リレーコラム vol.11

P10 Topics「市からのお知らせとニュース」

P15 いきいき介護　vol.6

P16 健康いいカラダ

P20 アンケート結果

P22 上水道・下水道の今、そしてこれから

P23 市長コラム

P24 げんきな親子

P26 安芸高田 警察

 空き家関連情報コーナー

P27 安芸高田 消防

P28 歴史紀行「あの日の記憶は写真の中に」 

P29 暮らしの情報

P36 集まれ！安芸高田のアイドル

D a t a
人　口 消防署の出動件数 交通事故

人口総数

世帯数

男

女

平成 29年 9月1日現在、外国人を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

※（　）内は前年同期の増減数
※（　）内は平成 29年度の累計

（年間累計）

火災 救急 救助 その他

火災 救急 救助 その他

毎月1日と15日は「防災デー」

人身事故前年比

前年比

前年比

前年比

死者 負傷者

人がつながる田園都市「広報あきたかた」

未来を担う若者の
「二十歳の誓い」

〈 今月の表紙 〉
2017年

安芸高田市成人式

〈 今月の表紙 〉
2017年

安芸高田市成人式

市役所開庁時間 8:30～17:15
（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

安芸高田市ホームページ

（平成 29年 8月末現在）（平成 29年 8月）

（前年同月）

　高宮ハーモニー広場　17時～24時頃
　高宮田園パラッツォ☎57-1803　入場無料・枡席
3, 000円　敷物をご持参ください

10 月イベントカレンダー

第45回高宮神楽まつり
10月14日（土）

料
備

安芸ひろしま武将隊、
琉球國祭り太鼓、ひょ
っとこ踊り、大土山田
楽、五龍太鼓、ダンス
などのステージやバザ
ーなど

第29回こうだわいわい祭り
第49回商工会
10月8日（日）

　甲田文化センターミューズ前広場　９時～１6時
　安芸高田市甲田支所☎45-4111
所 時
問

高宮町の神楽団を中
心に９演目を上演。深
夜まで舞い続ける伝
統の神楽は広島県無
形文化財の指定を受
けています。

所 時
問

　高宮支所ふれあい広場　9時～15時
　安芸高田市高宮支所☎57-0311
　巻き寿司作りにはどなたでもご参加いただけます備

「味・音・遊び・環境・健
康」をテーマに秋の一
日を満喫。毎年恒例の
長～い巻き寿司は、
217mに挑戦。

所 時
問

たかみや大地の祭り
10月22日（日）

（-17）
52件（9）

1件
（630）
148件

（13）
3件

（16）
2件

1件 155件 3件 5件

0人 70人
（-3） （-32）

29,422 -487

13,569 -51

14,191 -199

15,231 -288
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みつやの里バスケットボールクリニック第14回安芸高田花火大会

6 月の JT バレーボール教室に引き続き、市
内で初めてとなるプロ選手を招いたバスケット
ボールクリニックが開催されました。B2リー
グで活躍中のプロバスケットボールチーム『広
島ドラゴンフライズ』より選手 2名とコーチ 1
名を迎え、小学生から高校生まで約 70名が直
接指導を受けました。選手たちは、小学生には
遊びの要素を交えて楽しく、中・高校生には見
本を示しながら丁寧に指導。サイン会も行われ、
子どもたちはとても貴重な時間を過ごしました。

安芸高田市の夏の風物詩、『第 14 回安芸高
田花火大会』が今年も盛大に開催されました。
花火の打ち上げ前から、音楽ライブや飲食バ
ザーなどのイベントを楽しむ来場者で会場は大
賑わい。今回、大々的に協賛金や募金を募り、
329 口、3,862,507 円（8月末現在）の温かい
支援が集まりました。昨年に比べて質・量とも
にグレードアップした約 2,000 発の花火が打
ち上がると、1万 8千人の観衆から大きな歓声
と拍手が巻き起こっていました。

第 16 期入館作家の入れ替えに合わせて、
八千代の丘美術館で夏まつりが開催されました。
公開講座や入館作家によるギャラリートーク、
ワークショップなどが行われ、約200人の来場
者が訪れました。いろいろな色の紙をちぎって、
動物の顔を作るちぎり絵アートや染色絵の具で
絵を書き、オリジナルTシャツを作るワーク
ショップは親子連れで大賑わい。今回初めて登
場した鹿肉と地元野菜を使ったご当地バーガー
『八千代バーガー』にも行列ができていました。

年間全国から約2万人の歴史ファンが訪れ、
史跡ガイドの要請も70団体を超える郡山城跡。
しかし近年、史跡ガイドは慢性的に不足していま
す。その課題を解消するため、今回初めて史跡
ガイドの養成講座が開催されました。参加者は2
日間で15名。博物館内の展示物を見ながら毛利
家の歴史などを学んだ後、毛利元就墓所などの山
麓史跡で現地研修を行いました。参加者の中には、
講座終了後にガイド協会へ申し込み、ガイドへの
第一歩を踏み出した人もおられました。

長瀬川は透明度が高く美しい川ですが、最近
は整備された川原に雑草などが生い茂り、子ど
もたちが遊べなくなっていました。今回のプロ
ジェクトは、20日に雑木を伐採して遊び場を作
り、27日に思いっきり子どもたちに川遊びを楽
しんでもらおうというもの。27日に参加したの
はスタッフを含め31名。川で水遊びをしたり、
江の川漁業共同組合の協力のもと、生きた鮎の
つかみどりなどをして川辺の遊びを満喫しまし
た。主催者は今後も継続していきたい考えです。

太陽光をソーラーと畑でシェアするソーラー
シェアリング（営農型太陽光発電）による農業
を実践している向原ソーラートマト農園。その
未来型農業を広く知ってもらおうと体験型のイ
ベントが開催されました。参加者は農園でト
マトの収穫から出荷まで、一連の作業を体験。
300kg を収穫しました。IT やロボットを使っ
た未来の農業について説明を受けながら、農園
で栽培されたトマトを使ったカレーを試食。こ
れからの農業について、語り合いました。

プロのバスケ選手が指導約2000発が観衆を魅了

最先端の農業を体験 夏休みの工作もおまかせ！

史跡ガイドへの第一歩美しい川を遊び場に

野菜と自然エネルギーとITの
コラボプロジェクト 八千代の丘美術館　夏まつり

郡山城史跡ガイド養成講座かわら（川原）再生プロジェクト！　
川遊びをしよう！

8月 5日（土）／八千代の丘美術館

8月 5日（土）・19日（土）／歴史民俗博物館8月 20日（日）・27日（日）
／川根生活改善センター周辺　長瀬川の川原

8月 12日（土）／吉田運動公園8月 26日（土）／土師ダムのどごえ公園

8月 20日（日）／向原ソーラートマト農園

祭り

講座川原
再生

農業
体験

バスケ
教室

花火
大会

平成4年、ニュージーランドの南島にあるセル
ウィン町と旧高宮町が姉妹都市提携をし、平成9年
には高宮中学校がダーフィールドハイスクールと
姉妹校提携をしました。安芸高田市に合併後は、安
芸高田市立中学校6校にその交流の機会を広げ、長
きにわたる友好関係を築いてきました。今年度は、
市内の中学校から20名が派遣事業に参加。姉妹校
提携20周年の記念の年であり、安芸高田市長も合
併後初めてセルウィン町を訪問しました。ダー
フィールドハイスクールでは、20周年を記念した
桜を植樹。グローバル化が加速し、豊かな語学力や
コミュニケーション能力の必要性が重要視される
国際社会において、ダーフィールドハイスクールで
の異文化体験や交流は、新たな自分を発見し、積極
性や主体性を培う絶好の機会となっています。今後
も事業を継続し、さらなる友好関係を築くことが期
待されます。

■20 周年を記念した桜の植樹の様子。■浜田市長とともにセルウィン町長
を表敬訪問。■さよならパーティでは書道を披露。
1 2

3

1

2

3
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吉田高校生活福祉科の 1 年生が、高齢者とのふれあいを通じて地域福祉について理解を深める学
習として、民生委員体験活動を行なっています。参加した高校生は、毎年地区協が選んだ 2 地区の
民生委員と一緒に、高齢者の方からこれまでの人
生経験等のお話を伺ったり、学校の紹介や考えて
きたゲームを一緒にする等、わきあいあいとした
時間を過ごしました。

今年も期間中の 5 月 17 日に八千代地区協全員で、土師ダム「の
どごえ公園」のゴミ拾い奉仕活動を行いました。人目に付きにくい低
木の間や水遊びをする石の間などには、特に多くのゴミがあり、中に
は子どもの紙おむつや、ガラスの破片などもありました。昨年に比べ
るとゴミの量も半分以下に減り、皆さんがきれいに使ってくださるお
かげと感謝しています。活動中、昨年 12 月に民生委員になられたば
かりの委員とも交流を深めるなど、有意義な活動を行いました。

毎年 2月、一人暮らしの高齢者等を対象にお弁当を届けます。在宅福祉部会が中心となって献立作成や材料
の調達等を行い、当日は衛生管理、委員の体調にも気を配り、食中毒を出さないよう細心の注意を払いながら、市
内の地区協の中で最も多い約400食を作ります。毎年楽しみにしてくださっている方も多く評判の良い活動です。

広島県消防ポンプ操法競技大会が、9月2日広
島県消防学校で開催され、県内各市町の消防団
23 チームが参加し、小型ポンプ操法の技術を競
いました。安芸高田市消防団からは、甲田方面隊
の5名の選手が出場し、見事8位入賞しました。

8月18日（金）～20日（日）、平成29年度全国
中学校体育大会、第 46 回全国中学校ハンドボー
ル大会が沖縄県にて開催され、甲田中学校男子ハ
ンドボール部が出場しました。全国強豪 20チーム
が熱戦を繰り広げる中、甲田中学校男子ハンド
ボール部は、見事準優勝に輝きました。

吉田地区協議会・八千代地区協議会の活動内容紹介
吉田地区協議会
高校生の民生委員・児童委員体験活動

配食サービス

「民生委員・児童委員の日」活動強化週間中の活動
八千代地区協議会

第 5回

広島県
消防ポンプ操法競技大会入賞

甲田中学校男子ハンドボール部
全国大会準優勝

写真左から
内田選手、胡濱選手、石田選手、築地選手、川森選手

Vol.11

活動 思い出 好きなもの

山
本
さ
ん
は
、『etto-etto
ひ
ろ
し
ま
』の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
安
芸
高
田
市
出
身
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
。中

学
生
の
頃
、文
化
祭
で
A
K
B
を
踊
っ
た
の
を
機
に
友

人
た
ち
と
一
緒
に
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、地

域
の
お
祭
り
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。3
年
前

に『etto-etto

ひ
ろ
し
ま
』の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、本
格
的
に
ア
イ
ド
ル
活
動
を
開
始
。呉
市
や
広
島

市
西
区
の
己
斐
な
ど
、地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
を
含
む
C
D
５
枚
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ
が
〝
ア
キ
タ
カ
タD

ays

〞
。山
本
さ
ん

が
伝
え
た
い
安
芸
高
田
市
の
魅
力
を
書
き
出
し
て
曲
に

し
て
も
ら
っ
た
渾
身
の
一
曲
で
す
。「
高
校
卒
業
後
に
広

島
市
に
移
り
住
ん
で
か
ら
、安
芸
高
田
市
の
こ
と
を
知

ら
な
い
人
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。ア
イ
ド
ル
と
い
う
立

場
に
い
る
自
分
に
し
か
で
き
な
い
伝
え
方
で
故
郷
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。「
出

会
っ
た
人
が
笑
顔
に
な
る
、そ
れ
を
見
て
私
も
笑
顔
に

な
る
。笑
顔
と
笑
顔
が
繋
が
る
場
所
に
い
ら
れ
る
こ
と

を
本
当
に
幸
せ
に
思
い
ま
す
。フ
ァ
ン
の
方
が
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
と
同
じ
場
所
を
巡
っ
て『
安
芸
高
田
市
に
行
っ

た
よ
ー
』と
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い
！
」と

山
本
さ
ん
。ご
当
地
愛
に
あ
ふ
れ
る
、と
び
き
り
の
笑
顔

に
会
い
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

離
れ
て
み
て
分
か
っ
た
故
郷
の
良
さ
を

ご
当
地
愛
あ
ふ
れ
る
歌
に
の
せ
て

自
分
に
し
か
で
き
な
い
伝
え
方
で

　安
芸
高
田
市
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

山
本
　
杏
奈
さ
ん

安
芸
高
田
市
で
、
夢
を
抱
い
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
挑
戦
者
た
ち
。

彼
ら
を
突
き
動
か
す
原
動
力
と
そ
の
熱
い
想
い
に
迫
り
ま
す
。

〝
あ
ん
て
ぃ
ー
〞っ
て

呼
ん
で
く
だ
さ
い
♡

『パルパ』内にある『たんぽぽ村』の
ソフトクリーム。この夏、機械の故障
で提供が終了してしまいました…

「etto-ettoひろしま」
公式ブログ

ライブ情報などはこちら
でご確認いただけます

「アキタカタDays」

昨年行われた吉田町の管絃祭
では、甲冑を着て神事にも参
加。ライブも開催しました

毎年、お正月前になると稲わら
でしめ縄を作るのが恒例行事。
おじいちゃん直伝です

や
ま
も
と   

　  

　
　あ
ん
な

エ
ッ
ト 

エ
ッ
ト

エ
ッ
ト
エ
ッ
ト

動画リンク

公式ブログ

ご当地
アイドル

『etto-etto

ひ
ろ
し
ま
』

リ
ー
ダ
ー
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Q1　今月号でよかった内容や写真があれば
　　 教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば
　　 教えてください。
Q3　広報に関するご意見・ご感想を
　　 お聞かせください。

メールもしくは、裏面の用紙にご記入いただき、
本・支所へ設置してあります広報ご意見ポストへ
投函ください。

懸賞付きアンケート協賛企業募集

【アンケート】

【受付】

jouhouka@city.akitakata.jp
安芸高田市企画振興部政策企画課

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

広報安芸高田では「懸賞付きアンケート」掲載に
向け、市内外問わず、懸賞協賛企業を広く募集い
たしております。申し込み、お問い合わせは政策
企画課までご連絡ください。

広
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、公
益
委
員
、

労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
の
３
者
構
成

に
よ
る
「
あ
っ
せ
ん
」
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

解
雇
・
雇
止
め
、
賃
金
引
下
げ
な
ど
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
、
話
合
い
に
よ
り

事
業
主
と
労
働
組
合
・
労
働
者
個
人
と
の

紛
争
の
円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。※

利
用
無
料
、
秘
密
厳
守

広
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁
東

館
７
階
）

http://w
w

w
.w

ork2.pref.hiroshim
a.jp/roui/

〇
10
月
27
日（
金
）17
時
15
分
〜
18
時
45
分

〇
10
月
28
日（
土
）8
時
30
分
〜
16
時
45
分

〇
10
月
29
日（
日
）8
時
30
分
〜
16
時
45
分

★
窓
口
は
本
庁
総
合
窓
口
課
の
み
で
す
。

★
吉
田
町
以
外
の
ご
住
所
の
方
で
臨
時
窓

口
で
の
お
受
け
取
り
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、事
前
に
本
庁
総
合
窓
口
課
、ま
た

は
住
所
地
の
支
所
へ
10
月
25
日（
水
）ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
本
庁
総
合
窓
口
課
（
☎
42

－

５
６
１
６
）

・
八
千
代
支
所
（
☎
52

－

２
１
１
１
）

・
美
土
里
支
所
（
☎
54

－

０
３
１
１
）

・
高
宮
支
所
（
☎
57

－

０
３
１
１
）

・
甲
田
支
所
（
☎
45

－

４
１
１
１
）

・
向
原
支
所
（
☎
46

－

３
１
１
１
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た

方
の
う
ち
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電

子
証
明
書
発
行
通
知
書
（
は
が
き
）」
が

届
い
て
い
る
方
。

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書

発
行
通
知
書
（
は
が
き
）

・
通
知
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
を
通
知
し
た

紙
の
カ
ー
ド
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

・
本
人
確
認
書
類
①（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
等
の
顔
写
真
付
の
公
的
機

関
が
発
行
し
て
い
る
も
の
を
1
点
）

・
①
の
顔
写
真
つ
き
の
本
人
確
認
物
が
な
い

場
合
、
本
人
確
認
書
類
②
（
健
康
保
険
証

、
年
金
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
社
員
証

、
学
生
証
、
預
金
通
帳
等
を
2
点
）

・
印
鑑

※

15
歳
未
満
の
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
や
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
、
本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9
月
5
日
（
火
）
に
J
A
広
島
北
部
甲

田
支
店
で
梨
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
11
組
の
農
家
の
方
々
が
自
分
た
ち

の
農
園
で
育
て
た
梨
を
持
ち
よ
り
、
重
さ
、

糖
度
、
色
合
い
な
ど
の
判
別
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

今
年
は
ど
の
梨
も
糖
度
が
10
度
以
上
。

甘
く
み
ず
み
ず
し
い
梨
の
収
穫
は
10
月
上

旬
こ
ろ
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

10
月
1
日(

日)

〜
10
月
7
日(

土)

　
10
時
〜
18
時（
最
終
日
は
10
時
〜
16
時
）

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

【
お
茶
席
の
ご
案
内
】（
2
階 

和
室
）

〇
10
月
1
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

・
裏
千
家 

山
口
宗
孝
社
中

・
薄
茶
２
服
５
０
０
円

〇
10
月
7
日
（
土
）
10
時
〜
14
時
30
分

・
裏
千
家 

中
村
社
中

・
１
服
３
０
０
円

※

10
月
7
日
は
、体
験
茶
席
も
あ
り
ま
す
。

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

・
安
芸
高
田
市
消
防
音
楽
隊

〇
10
月
1
日
（
日
）
10
時
〜
ホ
ワ
イ
エ

【
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
】

・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
ジ
ョ
ニ
ー
大
西
）

・
DJ
シ
ョ
ー
（
秋
本
音
楽
事
務
所
）

〇
10
月
７
日（
土
）14
時
30
分
〜
ホ
ワ
イ
エ

絵
画
や
書
、
生
け
花
な
ど
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
わ
た
る
市
民
の
創
作
作
品
が
展
示

さ
れ
る
、
年
に
一
度
の
「
展
示
芸
術
の
祭

典
」。
消
防
音
楽
隊
の
迫
力
あ
る
演
奏
や
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や

DJ
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
７
月
４
日
か
ら
新
し
い
気

象
情
報
の
提
供
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
情
報
は
、
危
険
度
分
布

と
い
い
①
土
砂
災
害 

②
浸
水
害 

③
洪
水
害

（
中
小
河
川
）
を
対
象
に
、
ど
こ
で
災
害
発

生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
情
報
で
す
。

こ
れ
ら
の
危
険
度
分
布
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
警
報･

注
意
報
等
が
発
表
さ
れ
た
時
に
は
、
い
つ
・

ど
こ
で
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
の
か
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

自
治
体
の
避
難
に
関
す
る
情
報
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
住
民
自
ら
も
早
め
の
安
全
確
保

行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

 

〇
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.jm

a.go.jp/jm
a/index.htm

l

） 

気
象
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
ま
ず
相
談

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

臨
時
交
付
窓
口
開
設

梨
審
査
会

第
11
回
あ
き
た
か
た
市
民
文
化
祭

「
展
示
芸
術
の
祭
典
」
開
催

日
時

場
所

対
象
者

お
問
い
合
わ
せ
先

お
持
ち
い
た
だ
く
物

お
問
い
合
わ
せ

開
催
日
時

生
涯
学
習
課

☎
42

－

０
０
５
４
　
　
42

－

４
３
９
６

広
島
地
方
気
象
台

☎
0
8
2

－

2
2
3

－

3
9
5
3

広
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
8
2

－

５
１
３

－

５
１
６
２

①土砂災害

②浸水害③洪水害

（島根県で大雨特別警報を発表した、平成 29年 7月 5日午前 5時の危険度分布の例）

総
合
窓
口
課

☎
42

－
５
６
１
６
　
　
42

－

２
１
３
０
　

J
A
広
島
北
部
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
54

－

０
８
１
４
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行
政
相
談
委
員
、
総
務
省
中
国
四
国
管

区
行
政
評
価
局
行
政
相
談
官

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
総
務
省
の
「
行
政
相
談
」

は
こ
の
よ
う
な
疑
問
・
要
望
等
に
対
し
、

解
決
・
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
6
人
の
行
政
相
談
委
員
が
各
地
域
で
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員
の
ご
紹
介

※

行
政
相
談
の
開
設
日
程
は
、
今
月
号
の

34
ペ
ー
ジ
「
10
月
の
相
談
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
10
月
16
日
〜
22
日
は「
行
政
相
談
週
間
」

行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
よ
り
広
く
国

民
の
方
に
理
解
・
認
識
さ
れ
、
そ
の
利
用

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
実
施
す
る
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

10
月
11
日
（
水
）
10
時
〜
15
時

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
２
階

研
修
室
２
０
３

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
存
在
す
る
家
屋
を
課
税
対
象
と

し
て
台
帳
を
作
成
し
、
そ
の
所
有
者
か
ら

納
税
し
て
い
た
だ
く
税
で
す
。
今
年
中
に

新
築
な
ど
を
さ
れ
た
方
は
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

①
今
年
、
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を
さ

れ
た
家
屋

②
今
年
中
に
完
成
予
定
の
家
屋

③
昨
年
以
前
に
新
築
・
増
築
さ
れ
た
が
、

ま
だ
評
価
を
受
け
て
い
な
い
家
屋

④
昨
年
以
前
に
家
屋
の
取
り
壊
し
、
ま
た
は

倒
壊
が
あ
っ
た
が
、
平
成
29
年
度
固
定
資

産
税
納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
た
課
税
明

細
書
に
ま
だ
記
載
さ
れ
て
い
る
家
屋

⑤
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
売
買
な
ど

に
よ
り
取
得
し
た
り
手
放
し
た
り
し
た

場
合
（
売
買
契
約
書
な
ど
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。）

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
係

※

届
出
用
紙
は
、
納
税
通
知
書
に
添
付
の

も
の
か
、
届
出
先
に
備
え
付
け
の
も
の

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
住
民
自
治
組
織
を
単
位

と
し
て
、
市
と
の
懇
談
会
の
開
催
申
込
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
平
成
27
年
度
は
、
丹
比
地
区
振
興
会

〈
吉
田
町
〉と
可
愛
地
区
振
興
会〈
吉
田
町
〉

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
道
路
、
有
害
鳥

獣
対
策
や
生
活
支
援
な
ど
、
幅
広
く
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
町
単
位
で
巡
回
し
、
特
定
の
行

政
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

テ
ー
マ
別
懇
談
会
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本

紙
面
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
ご
希
望
の

テ
ー
マ
を
ご
記
入
の
上
、
本
庁
・
各
支
所

設
置
の
ご
意
見
ポ
ス
ト
へ
投
函
く
だ
さ
い
。

政
策
企
画
課

☎
42

－

５
６
２
７
　
　
42

－

４
３
７
６

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

総
務
省
の
「
行
政
相
談
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

自
治
懇
談
会
の
開
催
希
望
受
付

対
象

日
時

場
所

相
談
員

届
出
先

切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

アンケート記入用紙
裏面アンケートの答えをご記入ください。

A1

A2

A3

お名前

性別　　男　・　女　　　　　　　　年齢　　　　　　歳

住所

〒

☎（　　　　　　　）　　　　　ー

ふりがな

お預かりした個人情報の取り扱いにつきましては厳重に管理し、取得目的以外には使用しません。

※取材のため、こちらからの連絡をご希望されない場合は
　右にチェックを入れてください。

ご連絡不可

税
務
課

☎
42

－

５
６
１
４
　
　
42

－

２
１
３
０

佐々木 忠則さん
ささき ただのり

中尾 澄江さん
なかお すみえ

山本 孝治さん
やまもと たかはる

塚本 敏子さん
つかもと としこ

佐々木 清さん
ささき きよし

岡島 勤さん
おかじま つとむ

総
務
課

☎
42

－
５
６
１
１
　
　
42

－

４
３
７
６
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・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
各
種

手
続
き
の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

●
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に

応
じ
て
適
正
に
貼
り
付
け
し
て
下
さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持

し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制
度

説
明
用
動
画
、
Q
&
A
な
ど
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
最
寄
り
の
建
退
共
支
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

け
ん
み
ん
文
化
祭
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
県
内

21
団
体
が
、
11
月
3
日
に
安
芸
高
田
市
で

開
催
さ
れ
る
、
け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し

ま
　
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
芸
能
・

銭
太
鼓
の
祭
典
」
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
銭
太
鼓
、
手
品
や
落
語
な
ど

見
所
満
載
で
す
。
ま
た
、
吉
田
高
校
神
楽

部
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ

出
演
さ
れ
ま
す
。
そ
ち
ら
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
11
月
3
日
（
金
・
祝
日
）

開
場
／
10
時

開
会
式
／
10
時
30
分
（
予
定
）

終
演
予
定
／
16
時 

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

１
年
間
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両

方
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
て
下
表
の
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超

え
た
額
が
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
合
算
す
る
期
間
（
計
算
期
間
）

毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
。

●
合
算
で
き
る
範
囲

同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
に
係
る
自
己
負
担
額

※

高
額
療
養
費
等
の
支
給
該
当
額
を
除
き

ま
す
。

●
申
請
手
続
き

計
算
期
間
中
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
両
方
で
資
格
異
動
が
な
く
、
支
給
の
対

象
と
な
る
方
に
は
、
12
月
頃
広
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
保
険
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
か
の
保
険
で
資
格
異
動
の
あ
っ

た
方
、
住
所
地
と
介
護
保
険
の
市
町
が
違

う
方
に
は
、
申
請
案
内
を
送
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
領
収

書
等
で
支
給
対
象
と
な
る
か
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
保
険
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
は
、
毎
年
７
月

31
日
現
在
の
医
療
保
険
を
適
用
し
ま
す
。

※

算
定
し
た
支
給
額
は
、
医
療
保
険
と
介

護
保
険
で
按
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険

か
ら
被
保
険
者
に
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
さ
れ
な
い
場
合

・
医
療
保
険
又
は
介
護
保
険
の
ど
ち
ら

か
の
自
己
負
担
額
の
合
算
額
が
０
円
の

場
合
。

・
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
共
催
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

建
設
業
を
営
む
方

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

　
日
額
３
１
０
円

●
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
負
担
し
ま
す
。

・
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経

費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま

「
芸
能
・
銭
太
鼓
の
祭
典
」
開
催

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
「
高
額

介
護
合
算
療
養
費
」
申
請
受
付

ご
存
知
で
す
か
？

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

対
象
事
業
主

対
象
労
働
者

掛
金

お
問
い
合
わ
せ

日
時

場
所

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
広
島
支
部

☎
０
８
２

－

２
２
１

－

０
１
３
８

生
涯
学
習
課

☎
42

－

０
０
５
４
　
　
42

－

４
３
９
６

保
険
医
療
課

☎
42

－
５
６
１
９
　
　
42

－

２
１
３
０

区分

市民税
課税世帯

自己負担限度額
（年額・世帯単位）
後期高齢者医療＋介護保険

現役並み所得者 67万円

56万円

31万円

19万円

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ 

市民税
非課税世帯

’17

検索建退共

6
vol.

6 月に開催した「青空の会」では、アドバイザーとして、JA 吉田総合
病院認知症看護認定看護師である小野一惠さんをお迎えして、座談会を
開催しました。

配偶者や子ども等、様々な立場で家族の介護をしておられる方が参加
されましたが、それぞれ立場は違っても自分が介護している相手は大切
な家族。毎日続く介護の中で、「介護抵抗による悩み」「被害妄想による
悩み」「家族へショートステイなどのサービスを利用してもらうことへの
抵抗感」など、さまざまな悩みを抱えておられました。「認知症による症
状だ」と頭では理解していても、家族だからこそ感じる「悩み」「苦しみ」
そして「愛おしさ」との葛藤がありました。

 小野さんからは「サービスの利用拒否は、認知症により本人の自己抑
制が出来なくなっている状態。」「認知症の対応には、第 1 はケア、と言うが、
全てよい対応をしようと思うと介護者がしんどくなる。」「本人も家族も
健康に過ごせる事が一番。」とのアドバイスをいただきました。
( 会報「青空の会　便り」から抜粋 )

「青空の会」
今後の開催予定

11月 11日は「介護の日」

認知症の介護で悩んでいませんか？介護をがんばりすぎていませんか？
「青空の会」は認知症の人を支える家族の会です。3 か月に一度、クリスタルアージョにおいて集
いを開催しています。
認知症の介護をされている方、認知症や介護について一緒に考えてみませんか。

認知症の人を支える家族の会「青空の会」をご存知ですか？

・参加費として 100 円（12月 8日は 500 円程度）ご持参ください。
・参加を希望される方は下記へご連絡ください。
　　　事務局：健康長寿課　電話・お太助フォン☎47-1281

日時 内容 場所
平成 29 年 12 月８日（金）
10：00 ～ 13：00

クリスマスランチ会
介護者の健康について

クリスタルアージョ
調理実習室

平成 30 年 ３月９日（金）
13：30 ～ 15：00

座談会
来年度の計画

クリスタルアージョ
研修室 203
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安芸高田市

女性

20

40
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無回答 何もしていない
週1回は運動をしている
週2～3回以上30分以上の運動をしている

広島県 国

0

20

40

　安芸高田市食生活改善推進協議会向原支部は、8 月 8 日（火）に向原児童
館において、子どもたちを対象におやつ作りを行いました。手づくりおやつは、
火を使うものもあり、難しい！と感じる子どももいましたが、「おいしい！」とパ
クパク食べていました。ぜひ、みなさんもご家庭で作ってみてください。

安芸高田市食生活改善推進協議会（向原支部）　活動報告

①フライパンにいりこを入れて、焦げないように弱火でゆっくり煎る。（取り
出して冷ましておく）

②洗ったフライパンに水と砂糖を入れて火にかけ、全体が泡立ってきたらい
りこを入れ、ざっくりと混ぜ合わせ火からおろす。

材料（10人分）
　かえりいりこ…100g
　砂糖…40g（大さじ4強）
　水…20cc
　　　（大さじ1と小さじ1）

エネルギー：486Kcal
塩分 :4.3g

いりこかりんとう
作り方

①牛乳パックはよく洗い、たて半分に切り、流し箱を作る。
②蒸し器に水を入れ火にかけておく。（ふたに蒸し布巾をかけておくと、水滴
が落ちない）

③レーズンは湯で戻しておく。
④ホットケーキミックスに、にんじんジュースを加え混ぜる。
⑤マーマレード、レーズン、サラダ油を加えサッと混ぜる。
⑥牛乳パックに流し、蒸気の十分に上がった蒸し器で15～20分強火で蒸す。
⑦蒸し上がったら、少し冷まして、流し箱からはずし切りわける。

材料（約 16切れ）
　ホットケーキミックス…200g
　にんじんジュース
　（野菜ジュース）…150cc
　マーマレード…大さじ3
　サラダ油…大さじ2
　レーズン…50g

エネルギー：78Kcal
塩分：0.1g（ひと切れ分）

カラフルケーキ
作り方

2.2 1.0 0.8 0.6 1.0 2.2 0.9

30.8

37.8 37.8

28.9 27.3 27.3

31.3

25.9

42.0

25.8

26.6

45.4

39.8

24.1

35.1

65.2

19.6

14.6

68.9

15.1

15.1

64.8

17.1

17.1

57.8

16.7

23.3

身体活動・運動の推進

安芸高田市食生活改善推進協議会
健康長寿課　栄養士

ふれあいプラザ向原

吉田人権会館
広島断酒ふたば会（中田克宣）
☎090-4802-1865

場所・日時

お問い合わせ

自分や家族のお酒の問題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。

断酒会
10 月　6 日 ( 金 )　18：30～20：30

10 月 　9 日 ( 月 )　18：30～20：30
10 月 20 日 ( 金 )　18：30～20：30
10 月 29 日 ( 日 )　13：30～15：30

健康あきたかた 21 計画

【日時】10 月２6 日（木）測定・相談受付時間　13:00 ～ 1４:30（受付時間内にお越しください）
　　　　　　　　　　　 いきいき百歳体操　　 14:45 ～ 15:30（14:30 までにお越しください）

【測定及び相談内容】〈測定〉骨密度測定・体組成測定・肺年齢測定・もの忘れ測定・
　　　　　　　　　　　　　塩分測定
　　　　　　　　　　　　　〈相談〉こころの相談・アルコール相談・お薬相談・たばこ相談
　　　　　　　　　　　　　※相談には事前予約が必要です。

【会場】八千代人権福祉センター及び八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター

【日時】11 月 3 日（金）
【集合場所】吉田中学校　体育館
【受付時間】午前８時 30 分～９時
【内容】両コースとも土手を歩きます。

【対象者】安芸高田市民又は市内勤務者（小学生以下は保護者同伴）
【参加費】無料
【申込期限】10 月 27 日（金）
【申し込み・お問い合わせ先】健康長寿課〈電話・お太助フォン〉☎42-5633（8:30 ～ 17:15 土日祝は除く）
　

【申し込み・お問い合わせ先】健康長寿課〈電話・お太助フォン〉☎42-5633（8:30 ～ 17:15 土日祝は除く）

参加
費

無料
！

体験できる ! 相談できる !　「巡回型健康教室」
この健康教室は各町を巡回して行う健康教室です。ご自身・ご家族の健康管理のために、ぜひご参加ください。

※コップ半分程度の汁物をご持参ください。

江の川健康ウォークを実施します

目標：運動と健康の関係を理解し、適切な運動を実践しよう！

　運動は健康を維持するために欠かせない要素で、糖尿病や心臓病、脳卒中などの生活習慣病予
防のほか、ストレス解消などさまざまな効果があります。また、高齢者は、積極的にからだを動
かすことで、筋力を維持し、自立した生活をより長く送ることができるようになります。30 歳
代から 50 歳代では何も運動をしていない人が 6 割を超えており、男女別では、男性が国や県と
比較すると運動習慣者の割合が低いことがわかりました。生活習慣病等の予防のため、自分にあっ
た運動をみつけて実践しましょう！

〈 運動習慣者の割合（年代別） 〉 〈 運動習慣者の割合（性別） 〉

資料：健康づくり市民アンケート

資料：健康づくり市民アンケート
　　　県（H23県民健康意識調査）　国（H27国民健康・栄養調査）

① ３キロコース 吉田中学校～岩の城橋～港橋～毘沙門橋～ 1.5Km地点で折返し

② ６キロコース　吉田中学校～岩の城橋～港橋～毘沙門橋～大江橋で折返し
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□平成30年度から県も国保の保険者となります。(被保険者証等の発行や保険税の賦課・
徴収等は、引き続き安芸高田市です)

□平成30年度以降の一斉更新から、新しい被保険者証等には、居住地の県名が表記される
ようになります。(安芸高田市では平成30年8月1日交付分からとなります。)

加入者 安芸高田市 広島県・各種届出
・保険税の納付　等

・国保事業費納付金の
   納付

・資格の管理
　（被保険者証等の発行）
・保険税率の決定
・保険税の賦課、徴収　等

・保険給付費等交付金
　（保険給付に必要な費用）
　の市町への支払い

（市町） （県）

保険医療課 ☎42-5619

　現在の国保は、市町ごとに運営されていますが、平成30年4月からは、県も市町とともに国保運営を担う
こととなります。市町で運営している国保は、「年齢構成が高く医療費水準が高い」「所得水準が低く保険税
の負担が重い」「財政基盤が弱く、制度運営が困難な市町村もある」という構造的な課題があります。

平成29年6月診療分一人当たり医療費（単位円）

安芸高田市
全被保険者

県平均 順位
26,271 27,179 17

（※県内順位・・・県内23市町で医療費が高い順）

季節性インフルエンザワクチン予防接種
　10 月から今冬のインフルエンザワクチン接種が始まります。対象となる方には９月下旬に郵送
で接種券を送付しています。対象となる方でお手元に接種券が届かない場合、また９月以降に新た
に安芸高田市にお住まいで接種を希望される方は、健康長寿課（健康推進係）までご連絡ください。

健康長寿課　☎42-5633

水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図ることができます。

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室

申込期限
ところ
定員

参加費
申込先

肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース（10 時～ 11 時） 体脂肪燃焼コース（19 時～ 20 時 )
美土里・高宮地域 向原・甲田地域 八千代・吉田地域 市内全域
11 月6日～ 12 月18日
毎週月曜日
午前 10 時～ 11 時　7 回コース

１０月１日（日）～１０月２０日（金）
たかみや湯の森温泉ウォーキングプール
17 名 ( 定員を超える場合、新規申し込みの方を優先とさせていただきます。)
3,500 円　（温泉プール利用料１回につき 500 円は別料金）
たかみや湯の森　☎59-0059

午後７時～８時
7 回コース※希望者には無料で送迎があります。

※定員に余裕があれば対象地域以外からも参加できます。ただし、送迎はありません。

11 月2日～ 12 月21日
毎週木曜日

11 月10日～ 12 月22日
毎週金曜日

11 月6日～ 12 月18日
毎週月曜日

コース
対　象
と　き

健康長寿課　☎42-5633吉田温水プール　水中健康教室参加者募集

毎週金曜日（第 3 期：9 月2９日～ 12 月22 日）
日程

申込
対象

参加費
定員

送迎

【申し込み・お問い合わせ先】健康長寿課健康推進係　☎42-5633

インフルエンザ予防接種費用の一部助成
　インフルエンザへの感染を予防し、子育て世代の経済的負担の軽減を図るために、次のとおり
インフルエンザ予防接種費用の一部助成を行います。なお、この予防接種は任意の予防接種です。
接種を希望する方は効果や副反応を十分理解のうえ、かかりつけ医に相談し、接種してください。

対象者

助成対象
接種期間

助成額・
回数

接種当日に本市に住所のある、
生後６か月～中学３年生までの人

平成 29 年 10 月 1 日～
　　　平成 30 年 1 月 31 日

接種１回につき 1,000 円　
１人２回まで

助成の
申請方法

【申請窓口】健康長寿課または各支所
【持参する物】印鑑（シャチハタ不可）、保護者の
　　　　　　  口座番号、　領収書（原本）

【申請期限】平成 30 年 3 月 30 日

※万一健康被害が生じた場合は、医薬品副作用被害
救済制度に基づく救済の対象となります。

【対象となる方】安芸高田市市民の方で
・接種日に 65 歳以上の方
・接種日に 60 歳以上 65 歳未満で心臓・腎臓・呼吸器機能・免疫機能障害の
　いずれかをお持ちの方で、障害者手帳１級相当に該当する方。
【接種期間】平成 29 年 10 月 2 日～平成 30 年 1 月 31 日まで
【医療機関に持参していただくもの】
・自己負担金　1500 円（生活保護世帯の方は無料です。）　・接種券　・健康保険証など

秋から冬にかけて寒くなると、人間の身体は体温を上げようと基礎代謝がアップするため、実はシェイプアップには最適な
シーズンです。スポーツの秋、水中運動で効果的なシェイプアップをしてみませんか？

朝の部
10：00 ～ 11：00

夜の部
19：30 ～ 20：30

※昼の部（運動強度：軽度）
14：00 ～ 15：00

随時募集中（期の途中でもご参加頂けます） 
市に住民票をお持ちの方※障害者手帳をお持ちの方はお申込みの際にご持参ください
1 回 900 円（施設利用料 400 円込み）※障害者手帳をお持ちの方は 1 回 250 円（施設利用料免除、参加料半額免除）
各部 45 名（定員になり次第締め切りますのでお早めにお申込みください）
※希望者には無料で送迎いたします（夜の部を除く）
送迎車の定員を超えた場合にはお受けできない場合もあります。車の運転が困難な方を優先とさせていただきます。

その他 ※昼の部は軽めの運動プログラムを行っています。体力に自信のない方でも安心してトレーニングしていただけます。

申込･お問い合わせ 安芸高田市吉田温水プール　☎４７-１２１０（水曜休館日）

国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、県と市町で共同運営することになりました。

見直しによる
主な変更点

国保の財政運営の仕組みは変わりますが、医療の
受け方は変わりません。国保の窓口は、平成30年4
月以降も引き続き安芸高田市です。
※今後も広報等で詳しい制度内容をお伝えします。
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〈 回答者地域 〉

〈 回答者性別 〉

〈 回答者年齢 〉

広報安芸高田はどれくらいの
頻度で読まれていますか？ 〈 〉

〈 誌面の見やすさ〉

〈 デジタルコンテンツの活用状況 〉
〈 よく読まれるコーナー 〉

特集 114人

ホットな話題

安芸高田のアイドル

歴史紀行

健康いいカラダ

市民のコーナー

市長コラム

リレーコラム

げんきな親子

いきいき介護

人権コラム

97人

79人

71人

56人

55人

48人

42人

40人

37人

30人

0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人

「広報あきたかた」７月号、誌面上において実施いたしました「懸賞付きアンケート」 にご協力いただきありがとうございました。
多数の貴重なご意見、ご感想は今後の「広報あきたかた」編集、発行においての 参考とさせていただき、よりよい誌面作りを目指してまいりたいと思います。

スマートフォンやパソコンか
らでも閲覧できる、多言語に対
応した広報「あきたかた」デジ
タルコンテンツ
はこちらの QR
コードからアク
セスできます。

ＴＯＰＩＣＳでかならず情報を見るので、くわしく、わかり
やすくお願いします。（八千代・40歳代女性）

安芸高田を端から全ページ見ていたらとても役に立つ
ことばかり、楽しみです。（甲田・70歳代男性）

保育所、幼稚園等の園庭解放の様子、写真を見たい。
どのような活動をしているか。（吉田・30歳代女性）

私は現在広島市内に住んでいるのですが、その月にイ
ベントの情報が載っているので、それに合わせて実家
に帰ったり出来るのでとても役立っています。ありがと
うございます。（その他・50歳代女性）

ページ数が多すぎたら読む意欲なくなるので、今位で
十分だと思う。色々な情報が集めてあって有難うござ
います。（甲田・80歳代女性）

いつもリレーコラムが楽しみです。若者・移住者と年配・
地元の方との対話などもあったら面白いかも。（甲田・
20歳代女性）

歴史紀行を毎回楽しみに読ませて頂いています。（美
土里・20歳代男性）

八千代の丘美術館の情報、コンサートやイベントなど
のお知らせコーナーなど神楽の紹介記事は良いと思い
ます（その他・40歳代女性）

市内で頑張っている民間企業の紹介。市内飲食店の
情報。シリーズで神楽団の紹介。（高宮・50歳代男性）

各町の特色、特徴的な行事、出来事等記事にしてほ
しい。（向原・80歳代男性）

カルチャーの活動中の様子とか紹介とか定期的にあれ
ば楽しいかも？（吉田・60歳代女性）

国保だよりなどは年寄りが見るのに色を変えたりしても
らうと分かりやすいと思います。プレゼント企画なども
あったらいい（吉田・60歳代女性）

安芸高田市内の飲食店を紹介するコーナーがあればい
いなと思います。意外に知らない名店、名物を特集し
ていただければ、是非行ってみたいと思います。個人
的に食べる事が好きなので、特集を組んで頂ければ
嬉しいです。また、旬の果物や野菜について紹介し、
その中で野菜を使った簡単でおいしいレシピを紹介す
るコーナーがあればいいと思います。そうすることで野
菜を好きになる子どもも増え、地産地消が根築いてい
けると思います。（吉田・30歳代女性）

吉田
24.6%

未回答
0.7%

30 代
12.2%

20 代
4.7%

10 代以下 1.2%
未回答 1.2%

毎号必ず
86.0%

気になる記事が
あった時
9.3%

 読みやすい
62.2%

どちらでもない
27.3%

 読みにくい
7.0%

活用していない
63.4%たまに活用する

18.0%

よく活用する
12.2%

未回答
 6.4%

八千代
9.0%

美土里
6.7%高宮

12.7%

甲田
19.4%

向原
13.4%

他
13.4%

あまり見ない
4.7%

未回答 3.5%

男
44.2%

女
55.8%

60 代
25.0%

50 代
17.4%

40 代
15.1%

70 代
15.1%

80 代以上
8.1%

第１回　広報あきたかた

懸賞付き
アンケート

デジタルコンテンツデジタルコンテンツ
広報「あきたかた」の
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安芸高田市の上水道は、昭和 30 年頃から給水が
始まり、約 60 年が経過。昭和 50 年頃から給水を
開始した吉田・甲田地区の管路施設でも、50％以
上が管路施設の法定耐用年数 40 年を越えた状態で
運営を続けています。老朽化にともなうトラブルも増
加しており、昨年、市内で発生した漏水工事は約
120 件。突発的な漏水による道路の陥没や断水など
で市民生活に支障をきたしかねない状況です。また、
約 500km の市内配水管路は大きな地震等の災害が
起きた場合、配管が壊れる可能性もあり、長期間水
道が使用できない不便な状況に陥る心配もあります。
その他、浄水処理に使用している定期的な交換部品
が、近い将来生産中止になるなど、現在の水道施設
は様々な問題を抱えています。
次の世代に安定したサービスを提供し続けるため

には、今、更新などの対策しておく必要があります。
しかし、近年人口の減少など、様々な要因で使用水
量は減少傾向にあり、それにともない収益も減少し
ています。安芸高田市では、限られた財源の中で計
画的に維持管理をし、一部業務を民間に委託して効
率的に事業の運営をしています。また、水道の未普
及地域の解消にも取り組み、生活に欠かすことので
きない水の安定供給を行っています。

2
vol.

使用者からの料金等をもとに運営している上水道・下水道。その現状と、
料金適正化に向けて今後開催される審議会の内容などをシリーズでご紹介します。

上
水
道
の
現
状
と
問
題
点

老朽化が要因の
様々なトラブルが
起きています

漏水の様子

漏水工事の様子
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小原浄水場の階段
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。）

一
般
的
に
労
働
者
を
雇
用
す
る
上
で
は
、
能
力
・

仕
事
内
容
・
成
果
の
面
を
根
底
に
考
え
ま
す
が
、
高

齢
者
雇
用
の
場
合
は
、
職
場
（
組
織
）
へ
の
貢
献
度

や
成
果
と
い
う
よ
り
も
、
生
活
支
援
の
観
点
か
ら
雇

用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
状

況
下
で
は
、
高
齢
者
雇
用
に
は
限
界
が
あ
り
、
継
続

は
む
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
規
採
用
時
で
は
長
期
間
の
人
材
育
成
が
必
要
で

す
が
、
高
齢
者
の
採
用
の
場
合
は
、
既
に
能
力
を
有

し
て
お
り
、
研
修
な
し
で
即
戦
力
と
し
て
そ
の
能
力

に
賃
金
を
払
う
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
雇
用
者

は
ど
う
す
れ
ば
採
用
し
た
高
齢
者
が
職
場
（
会
社
）

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
か
、
活
用
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
高

齢
者
の
た
め
に
仕
事
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
適
材

適
所
に
応
じ
た
活
用
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

高
齢
者
の
賃
金
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
定
年
前
の

賃
金
と
比
較
し
て
高
い
金
額
は
求
め
な
い
反
面
、
あ

る
程
度
融
通
の
利
く
（
自
由
な
）
働
き
方
を
希
望
さ

れ
る
場
合
も
多
い
た
め
、
雇
用
者
の
命
令
に
よ
る
転

勤
・
出
張
が
な
い
な
ど
、
働
く
場
所
・
働
く
時
間
な

ど
雇
用
者
の
指
示
命
令
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

定
年
前
の
仕
事
内
容
と
同
じ
場
合
は
、
勤
務
実
績

や
成
果
に
応
じ
て
賃
金
を
決
め
る
事
が
出
来
き
ま
す

が
、
仕
事
内
容
が
違
う
場
合
は
、
職
責
や
仕
事
量
の

調
整
が
必
要
と
な
り
、
賃
金
水
準
が
下
が
る
こ
と
は

や
む
を
得
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
労
働
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
、
こ
の
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
理
解
を
深
め
、

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
働
く
た
め
に
は
、
労
働
意

欲
と
姿
勢
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん

仕
事
を
行
う
上
で
高
度
な
専
門
的
技
術
を
有
し
て
い

る
こ
と
は
有
効
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

必
要
な
こ
と
は
、
新
し
い
役
割
を
も
っ
た
仕
事
に
よ

り
活
躍
し
て
い
く
意
識
や
姿
勢
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
健
康
的
・
意
欲
的
に
、
定
年
前
の
地
位
や
働
き

方
に
固
執
す
る
な
ど
の
過
去
の
実
績
に
と
ら
わ
れ
ず
、

新
し
い
役
割
を
前
向
き
に
考
え
る
と
い
っ
た
気
持
ち

の
切
り
替
え
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
役
割
に

沿
っ
た
人
間
関
係
を
構
築
す
る
事
も
大
切
で
あ
り
、

職
場
の
若
い
同
僚
の
立
場
や
目
線
で
考
え
、
助
言
を

行
う
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
仕
事

を
行
う
上
で
、
自
身
の
情
報
機
器
の
操
作
や
処
理
能

力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
定
年
の
か
な
り
前

か
ら
、
定
年
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
必
要
な

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
（
定
年
後
）
雇
用
の
成
果
と
課
題
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10月27日（金）
2歳6か月児相談

撮影に関するお問い合わせは
政策企画課まで。
企画振興部　政策企画課
☎42-5627

子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

地域子育て支援センター
☎４2-0662 （吉田保育所）　☎45-2118 （小田東保育所）

家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、保健師、
子育て支援員が子育ての悩みなど相談に応じます。

子育て相談
子育て支援センター
☎４７-１２８３ （子育て支援課）

こども発達支援センター
☎４７-４１５１（保健センター 2階 吉田町常友）　

●受付時間／月曜日～金曜日（祝日は除く）
　　　　　　8：30～17：15 
　　　　　　　  〈電話での相談も受け付けています〉

こども発達支援員が、就学までの乳幼児の心身の成
長・発達に関する悩みなど相談に応じます。
●受付時間／月曜日～金曜日（祝日は除く）
　　　　　　8：30～17：15
　　　　　　　  〈相談の申し込みは電話で受け付けをしています〉

健康診査
健康長寿課　☎42-5633

　子育て中の親子交流の場です。子ども向けのオモチャ
を置いていますので、お気軽にお子様とご利用下さい。

●場所／クリスタルアージョ１階（吉田町吉田）
　　　　エレベーター正面奥側
●利用時間／月曜日～金曜日（祝日は除く）
　　　　　　8：30～17：15

下記の保育園は、随時園庭解放を行っております。行事の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園 ☎52-2099　八千代南保育園 ☎52-3048　可愛保育園 ☎43-1776

子どもたちは友だちと遊んだり、保護者と遊んだりと楽しい時間が過ごせます。そのかたわらで、
保護者の方は育児の悩みなど情報交換もできます。　 　《 持参するもの 》 お茶・タオル・着替え

健診 対象 月日 受付時間 会場
3歳児

健康診査
H26年

4月生まれ
10月5日（木）

1歳6か月児
健康診査

H28年
3月生まれ

10月12日（木）

乳児健康診査 H28年
12月生まれ

10月19日（木）

13:00 ～
　　13:15

保健センター

日時 場所 申込期間 対象 持参物

10月24日(火)
10:00～11:30 

クリスタル
アージョ

101

10月13日(金）～
10月19日（木）

生後4か月児～
8か月児と
その家族

保護者
エプロン

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全
般における個別相談です。

※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に健康長寿課

までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談
健康長寿課　☎42-5633

月日 受付時間 対象 会場

10月27日（金） 保健センター
10:00 ～ 10:30 ２歳６か月児

（平成27年4月生まれ）

13:00 ～ 13:30 ４か月児
（平成29年6月生まれ）

※内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別
相談です。

※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に健康長寿課ま

でご連絡ください。

育児相談
健康長寿課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00 ～ 11:30 保健センター10月13日(金) 乳幼児

※お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士が相談に応
じます。

母乳相談会
健康長寿課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00～11:30 保健センター10月13日(金) 妊婦・産婦

※母乳測定、乳房トラブル、卒乳など、お気軽にご相談ください。
※希望される方は、事前に健康長寿課までご連絡ください。

助産師が個別にご相談に応じます

すくすく離乳食教室（乳幼児健康教室）
健康長寿課　☎42-5633

お口の発達にあった離乳食をすすめよう！
離乳食を楽しく学んでクッキング♪
1食分を実際に試食してみましょう！！

※対象月齢ではない場合も相談に応じて参加いただけます。
※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。  
※参加希望の方は、健康長寿課へお申し込みください。
　●受付時間は 8：30 ～ 17：15　土日祝は除く

10月 1日（日）
10：00 ～ 11：30

10月17日（火）
10：00 ～ 11：30

10月17日（火）
10：00 ～ 11：30

10月19日（木）
9：30 ～ 11：00

10月19日（木）
10：00 ～ 11：30

10月24日（火）
10：00 ～ 11：30

10月25日（水）
9：45 ～ 11：00

10月26日（木）
10：30 ～ 11：45

10月26日（木）
10：00 ～ 11：30

10月 27日（金）
10：00 ～ 11：30

10月31日（火）
10：00 ～ 11：30

10月 3日（火）
10：00 ～ 11：30

10月 3日（火）
9：30 ～ 11：00

10月 4日（水）
9：30 ～ 11：00

10月10日（火）
10：00 ～ 11：30

10月10日（火）
9：30 ～ 11：00

10月11日（水）
9：45 ～ 11：00

10月12日（木）
10：30 ～ 11：45

10月12日（木）
9：45 ～ 11：00

10月13日（金）
10：00 ～ 11：30

吉田保育所

小原保育所

みどりの森保育所

向原こばと園

吉田保育所

入江保育園

ひの川幼稚園

みつや保育所

吉田幼稚園

吉田保育所

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

体験入園

体験入園

体験入園

ミニミニ運動会

園庭解放

日　時 保育所（園）名 内　容 日　時 保育所（園）名 内　容

吉田幼稚園

吉田保育所

かわね保育園

ふなさ保育園

吉田保育所

くるはら保育園

甲立保育所

ひの川幼稚園

小田東保育所

吉田幼稚園

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

生後４か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に、ブック
スタートパック（絵本１冊、赤ちゃんおすすめ本リス
トなど）をプレゼントします。
詳しくは、健康長寿課から郵送される『４か月児相談』
の案内をご覧ください。

教育委員会生涯学習課　☎４２-００５４

赤ちゃんと保護者に
絵本の楽しさをお届けします

子育て支援センター　☎47-1283（子育て支援課）

※小さな子どもと保護者のための場所です。
   小学生以上の利用はご遠慮ください。

※持ち物／水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
※託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを一緒

に連れてこられても大丈夫です。
※事前の予約は必要なく、参加費は無料です。

　10月12日（木）
受付10：00 ～ 10：15
活動10：15 ～ 10：45

10月20（金）
受付10：00 ～ 10：15
活動10：15 ～ 11：00

と　き ところ 内容

子育てをしている保護者と子どもの交流の場としてい
つでもご利用できます。保育士による育児相談やアド
バイスなど、地域での子育てを支援しています。

　子育て家庭の交流の場として、親子交流会と親子
体操を開催しています。お気軽にご参加ください。

クリスタルアージョ １階
プレイルーム

（吉田町吉田）

親子交流会
対象年齢
2～4歳児
親子体操
対象年齢
0～1歳児

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）

運動会
（ちいさいおともだち

かけっこ）

お子さんと保護者の方が自主的に集まり、遊びや子
育てについての情報交換や交流をおこなっています。
活動日及び場所等については、次の通りです。各サー
クルに関するお問い合わせは、子育て支援課（電話・
お太助フォン４７-１２８３）にご連絡ください。

どんぐりころころ クリスタルアージョ

毎週水曜日 10:00～11:30 会費：なし
※活動により材料費など必要

ぽっかぽかクラブ 甲田文化センターミューズ
社会福祉協議会甲田支所（ふれあいセンターこうだ）

第2･4木曜日 10:00～1２:00 会費：なし
※活動により材料費など必要

わくわくサークル 高宮田園パラッツォ

毎週木曜日 10:00～1２:00 会費：なし

てんとうむし 八千代人権福祉センター

月1回（不定期） 10:00～11:３0 会費：なし
※活動により材料費など必要

子どものあそび場 社会福祉協議会甲田支所（ふれあいセンターこうだ）

火・木曜日（都合により変更有）
9:３0～1２:00 利用料金：無料

ホップステップスキップ 吉田温水プール
放課後等デイサービスひとはぼっこ（甲田支所内）

第1土曜日 14：00～16：00
第3土曜日 10：00～12：00 活動により参加費など必要

ホップステップジャンプ 活動により決まります。

年７回（土曜日・日曜日）
9：00 ～ 15：00 活動により参加費など必要
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平成29年度空き家バンク中間報告

なくそう交通事故

減らそう犯罪

住宅政策課では今年度も引き続き、空き家情報
バンクで物件の紹介を行っております。今年度の
実績は、毎月ご紹介させていただいているとおり
でございますが、8 月末時点で、物件新規登録
27 件、成立件数 15 件となっております。昨年
度の同時期と比べると、新規登録件数は増加、成
立件数は昨年並みとなっております。

また、空き家利用希望者の方には、「自然が豊か
で静かな所で暮らしてみたい。」「古民家で暮らして
みたい。」「自分で家の改修をしてみたい。」という
希望を持っている方もいらっしゃいます。さらに、
今年度 6 月より、農地を取得できる下限面積が 10
ａとなりました。農地付き空き家を希望される方も
多数いらっしゃいますので、空き家バンクに物件登
録をして、利用希望者をさがしてみませんか。

※空き家等とは
「建築物又はこれに附属する工作物であって、居住

その他の使用がなされていないことが常態であるも
の及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を
含む）」をいう。
※特定空き家等とは
①そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険とな

るおそれのある状態 
②著しく衛生上有害となるおそれのある状態 
③適切な管理が行われないことにより著しく景観を

損なっている状態 
④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置す

ることが不適切な状態

HP登録件数
新規登録件数
成立件数

54件
27件
15 件

179 人

103 件

★H29 年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

173 人

53 件
25 件
15 件

空き家利用希望者数

区分 8月末7月末 H28年度まで

・出会頭衝突 4件・追突事故 4件

管内交通事故の特徴

安芸高田警察署　　☎47-0110
市役所危機管理課　☎42-5625

カギを掛けていますか！～農繁期の防犯対策～　
秋の農繁期を迎え、家族総出による田畑での作業が増えてきます。
この時期は毎年、田んぼや畑の近くだからと安心して戸締りをすることなく作業に従事

した家や外に出しっ放しにしている農機具を狙った泥棒による盗難被害が発生します。

　被害にあわないためのポイント

①施錠は、玄関だけでなく各窓も必ずしましょう
②農具を使った後は、施錠のあるところに必ずしまいましょう
③家の周りを整理整頓し、泥棒が寄り付かない環境づくりをしましょう
日ごろから犯罪に強い防犯習慣を身につけましょう！

10月11日（水）から10月20日（金）の１０日間は、
全国地域安全運動が展開され防犯連合会と警察
が期間中、地域安全運動を強化します。　

めざせ！日本一安全・安心な広島県の実現
『アンダー80作戦』～2020年に向けて～

広島県警察では、平成 32年（2020 年）までに
特殊詐欺の年間被害額を5億円以下とすること、
交通死亡事故者数を年間 75人以下とすることを目指します。

10月11日は、「減らそう犯罪の日！」 安芸高田警察署メルマガ
身近な犯罪情報な
どをタイムリーに
配信しています（右
のＱＲコードから
登録できます）

http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署

TEL 42-0931　FAX 47-1191

九州北部豪雨災害へ緊急消防援助隊出動

　近年の日本では、土砂災害や大雨、地震、火山の噴火など、いたるところで多種多様な災害が発生しています。
誰がいつ、どこで遭遇するかわからない災害は、家にいるときに起きるとは限りません。勤務中や外出中に被害に
遭遇しても、自分の身は自分で守れるよう、最低限の備えや場所に応じた行動、対応を日頃から知っておきましょう。

もしも外出中に地震にあったら…

会社内、オフィス街、ビルなどでは

・特に大きな窓ガラスなど、割れやすいもの
から離れて机の下に隠れる。

・ガラスやタイルの落下にそなえ、かばんな
どで頭を守りながら建物の中に避難する。
　※ビルのガラスは時速約 50 ㎞で落下し、地面に当た
ると、落ちてきたところから 1.5 倍くらいの距離まで広
範囲に飛散するため、非常に危険です！

・エレベーターに乗っているときはすべての階のボタンを
押し、最寄りの階で降りる。

屋外にいるときは

・看板やガラス、ブロックから離れ、かばんなどで頭を
守る。

・電柱や自動販売機も倒れてくることがあるので、そばか
ら離れる。

デパートや公共施設では

・あわててエレベーターに乗らないこと。揺れがおさまっ
たら階段で1階に避難する。
　※係員の指示・誘導に従ってください。
・飲食店では火災が発生する危険が高いので、揺れがお
さまったら外へ避難する。海や川の近くにいるときは

・揺れを感じたら、すぐに水からあがる。
・津波に関する注意報や警報が発表された時は、速やか
に高台へ避難する。

・津波警報や避難勧告・指示が解除されるまでは水辺に
は戻らない。

・好奇心で見学したり、撮影するために海・川へ近付い
たりしない。

乗り物に乗っているときは

・電車やバスでは、係員の指示・誘導に従うこと（勝手
に車外へ出てはいけません）

・車を運転しているときには、ゆっくり減速
し、ハザードランプを点灯させる。その後、
落ち着いて車道の左側にゆっくり停車し、
ラジオなどで情報を得る。

　土砂に埋もれた家屋の捜索活動
　（7 月 18 日 朝倉市杷木古賀地区）

　豪雨災害の被害状況
（7 月 7 日 東峰村）

　支援車両及び野営テント
　（7 月 6 日 福岡県筑紫野市）

　安芸高田市消防本部は、7 月 5 日に発生した九州北部豪雨
災害に緊急消防援助隊広島県大隊（広島県内 13 消防本部、
140 名）として出動し、土砂災害による過酷な状況の中、主に
福岡県朝倉市において、行方不明者の捜索活動に従事しまし
た。当本部は、第１次隊から 5 次隊まで順次 4 名から 5 名の
職員を、7月6日から20日までの15日間、21名派遣しました。

1
1

2
2

3
3
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ち
ょ
う
ど
レ
ー
ル
バ
ス
（
バ
ス
の

技
術
や
装
備
等
を
用
い
た
小
型
の
気

動
車
で
乗
客
の
少
な
い
路
線
を
走
っ

た
）
が
船
佐
駅
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
で
は
子
供
達
が
待
っ
て
い
ま

す
。
手
前
の
車
庫
は
自
転
車
の
預
か

り
所
。
三
次
へ
の
通
勤
や
通
学
に
多

く
の
人
が
駅
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

三
次
と
江
津
を
結
ぶ
三
江
線
は
、

明
治
に
陰
陽
連
絡
路
線
と
し
て
建
設

運
動
が
起
こ
り
、
大
正
期
に
建
設
が

決
定
。
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
に

は
三
江
北
線
（
江
津

－

浜
原
間
）
が

開
通
。
一
方
、
三
次
を
起
点
と
す
る

三
江
南
線
の
う
ち
三
次

－

式
敷
間
の

開
通
は 

昭
和
30
年
の
こ
と
で
、
レ
ー

ル
バ
ス
は
こ
の
区
間
を
走
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
三
江
線
が
全
通
を
果

し
た
の
は
運
動
か
ら
80
年
を
経
た
昭

和
50
年
の
事
で
し
た
。

来
年
の
春
、
三
江
線
は
廃
止
が
決

定
し
ま
し
た
。
三
次
を
出
発
し
た
列

車
は
途
中
高
宮
町
の
船
佐
・
所
木
・

信
木
・
式
敷
の
4
駅
に
停
ま
り
江
津

を
目
指
し
ま
す
。
雄
大
な
江
の
川
と

と
も
に
中
国
山
地
を
進
む
列
車
の
旅

が
で
き
る
の
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

昭和 30 年代
（高宮町船佐）

（個人蔵）

あの日の記憶は写真の中にⅡ［6］

「三江線船佐駅」

10
月
21
日
（
土
）
よ
り
博
物
館
企
画
展

「
さ
よ
な
ら
三
江
線
」
開
催
！

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）
〈 FAX 〉

総務部・企画振興部・・・・・42-4376
市民部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
福祉保健部 ・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
産業振興部 ・・・・・・・・・・・・・・・42-1003
建設部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47-1206
教育委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・42-4396
議会事務局 ・・・・・・・・・・・・・・・47-0250
消防本部・消防署・・・・・47-1191

八千代支所 ・・・・・・・・・・・☎52-2111
美土里支所 ・・・・・・・・・・・☎54-0311
高宮支所・・・・・・・・・・・・・・・☎57-0311
甲田支所・・・・・・・・・・・・・・・☎45-4111
向原支所・・・・・・・・・・・・・・・☎46-3111

〇
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

《
吉
田
高
校
書
道
部
》 

10
時
10
分
〜

〇
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

《
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
杉
氏
》13
時
〜

〇
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

卓
球
・
バ
ス
ケ
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
・
ミ
ニ

テ
ニ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
他 

10
時
30
分
〜

〇
体
験
コ
ー
ナ
ー
【
教
室
型
】

D
I
Y
・
ヨ
ガ
・
筆
ペ
ン
他

10
時
30
分
〜
・
13
時
30
分
〜

〇
体
験
コ
ー
ナ
ー
【
フ
リ
ー
】

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

囲
碁
ボ
ー
ル
他
　
13
時
30
分
〜

〇M
ITSU

YA
 C

U
P

（
サ
ッ
カ
ー
）

《
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
森
﨑
浩
司
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
》

〇
バ
ザ
ー
・
あ
お
ぞ
ら
市
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
入
場
無
料

※

一
部
有
料(

保
険
料
２
０
０
円)

　
　
屋
内
シ
ュ
ー
ズ

　
不
要

　
11
月
８
日（
水
）

　
8
時
45
分
〜
18
時
30
分
ご
ろ

　
　
　
　
　
広
島
駅
新
幹
線
口

　
JR
芸
備
線
乗
車（
広
島
駅
〜
甲
立
駅
）、

唯
称
庵
カ
エ
デ
林
（
紅
葉
鑑
賞
）、
湧
永
満

之
記
念
庭
園
（
散
策
）、
土
師
ダ
ム
（
内
部

探
訪
）、
土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
（
昼
食
　
懐
石
料
理
）、
ガ
ラ
ス
の
里

（
ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
）

５
，
５
０
０
円
（
交
通
費
・
昼
食
代
込
）

　
先
着
40
名
（
最
少
催
行
人
員
15
名
）

店
頭
か
電
話
で
、
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー

ビ
ス
ト
ム
ズ
緑
井
店
（
安
佐
南
区
緑
井
フ

ジ
グ
ラ
ン
緑
井
内
）
へ
。☎
０
８
２

－

８

３
１

－

８
０
０
５
（
10
時
〜
19
時
）

　
10
月
８
日
（
日
）　
10
時
〜
16
時

　
吉
田
運
動
公
園

J
A
吉
田
総
合
病
院
　
地
域
医
療
連

携
室
　
☎
42

－

０
６
３
６
（
代
表
）

　
広
島
大
学
名
誉
教
授
　
佐
竹 

昭
氏

　
10
月
8
日
（
日
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
歴
史
民
俗
博
物
館

　
９
月
17
日
（
日
）
よ
り
受
付
開
始

　
60
名
（
先
着
順
・
要
申
込
）

　
　
無
料

「
最
期
ま
で
〝
笑
顔
〞
で
生
き
抜
く
〜
と
も

に
暮
ら
そ
う
住
み
慣
れ
た
こ
の
ま
ち
で
〜
」

「
が
ん
、認
知
症
、死
ぬ
ま
で
ハ
ッ
ピ
ー
！
」

　
医
療
法
人
社
団
裕
和
会
理
事
長

　
長
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
長
尾 

和
宏
さ
ん

　
10
月
28
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
　
無
料

　
不
要

講
師

講
師

日
時

日
時

場
所

日
時

内
容

内
容

料
金

申
込
持
参
物

定
員

集
合
解
散
場
所

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

会
場

申
込

定
員

参
加
費

参
加
費

日
時

場
所

入
場
料

申
込

お
問
い
合
わ
せ
先

特
別
講
演

催
し

歴
史
民
俗
博
物
館
公
開
講
座
　
第
４
回

「
古
代
の
高
田
郡（
高
宮
郡
）を
考
え
る
」

歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42

-

０
０
７
０

広
島
広
域
都
市
圏
ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見

バ
ス
ツ
ア
ー

「
紅
葉
狩
・
ダ
ム
内
部
探
訪
と

ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
日
帰
り
ツ
ア
ー
」

政
策
企
画
課

☎
42

-
５
６
１
２

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

第
３
回
市
民
公
開
講
座

健
康
長
寿
課

☎
47

-

１
２
８
１

『
み
つ
フ
ェ
ス
』　

み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
大
交
流
会

み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
42

-

２
８
０
８

長尾 和宏さん
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必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※

補
聴
器
は
、
判
定
が
必
要
で
す
が
、
今

回
の
判
定
会
で
は
、
対
象
外
で
す
。

在
宅
で
重
度
の
障
害
の
た
め
に
介
護
が

必
要
な
方
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

障
害
の
程
度
、
所
得
制
限
な
ど
の
支
給

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
20
歳
未
満
の
方

月
額
１
４
，
５
８
０
円

（
平
成
29
年
10
月
現
在
）

５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月

（
前
月
分
ま
で
の
３
か
月
分
を
支
給
）

●
特
別
障
害
者
手
当

　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
方

月
額
２
６
，
８
１
０
円

（
平
成
29
年
10
月
現
在
）

５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月

（
前
月
分
ま
で
の
３
か
月
分
を
支
給
）

　
　
10
月
26
日
（
木
）

11
月
12
日
（
日
）

７
時
〜
18
時（
一
部
の
投
票
所
は
除
く
）

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬

祭
等
の
用
務
が
あ
る
方
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
所
設
置
施
設

・
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
各
支
所

※

ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き

ま
す
が
、
各
施
設
の
期
日
前
投
票
期
間

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

・
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

10
月
27
日
（
金
）
〜
11
月
11
日
（
土
）

・
各
支
所
の
期
日
前
投
票
所

11
月
５
日
（
日
）
〜
11
月
11
日
（
土
）

※

い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
も
投
票
時
間

は
８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
人
に
費

用
の
一
部
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

●
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
の
給
付

市
内
に
住
む
１
〜
４
級
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
す
る
人
が
、
第
１
種
普
通
免

許
を
取
得
し
た
場
合
。

運
転
免
許
取
得
費
の
一
部

（
取
得
費
の
２
／
３
、
上
限
10
万
円
）

※

免
許
取
得
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

免
許
取
得
費
用
の
明
細
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
自
動
車
改
造
費
の
給
付

市
内
に
住
む
上
肢
・
下
肢
・
体
幹
機
能

障
害
の
い
ず
れ
か
が
１
〜
４
級
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
す
る
人
が
、
自
ら
所
有

し
運
転
す
る
自
動
車
を
障
害
に
適
応
す
る

た
め
に
改
造
す
る
場
合
。

改
造
費
の
一
部

（
上
限
10
万
円
）

※

改
造
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
20
日
（
金
）
10
時
〜
16
時

　
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
８
階

「
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
」（
広
島
市
中
区
基
町
）

○
民
事
上
の
金
銭
や
物
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
の
調
停
手
続
の
利
用
（
お
金
の
貸

し
借
り
、
交
通
事
故
の
損
害
、
近
隣
関

係
、
建
物
の
明
渡
し
な
ど
）

○
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
の
調
停
手
続
の
利

用（
離
婚
、生
活
費〈
養
育
費
〉の
請
求
、

遺
産
分
割
、
親
権
者
の
変
更
な
ど
）

民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

※

予
約
は
不
要
で
す
。

平
成
29
年
10
月
1
日
現
在
で
就
業
構
造

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

就
業
に
関
す
る
希
望
や
就
業
異
動
、
育
児
・

介
護
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
の
う
ち
、
統
計
法
に
よ
り
特
に
重
要
な

も
の
と
さ
れ
る
「
基
幹
統
計
調
査
」
と
し

て
、
5
年
ご
と
に
実
施
す
る
調
査
で
す
。

調
査
員
に
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が

伺
い
ま
し
た
ら
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
な
ど
の
身
体
機
能
を
補
完
、

ま
た
は
代
替
す
る
た
め
の
補
装
具
に
つ
い

て
費
用
の
一
部
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
更
生
相

談
所
の
判
定
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
、
次

の
日
時
で
判
定
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
社
会
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
10
月
25
日
（
水
）

・
受
付
／
13
時
〜
14
時

・
判
定
開
始
／
14
時
〜

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
４
階
小
ホ
ー
ル

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
車
い
す
・
電
動
車

い
す
・
義
肢
・
座
位
保
持
装
具
・
重
度
障

害
者
用
意
思
伝
達
装
置

※

既
製
品
の
車
い
す
、
歩
行
器
、
盲
人
安

全
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
な
ど
は
判
定
が

　
11
月
3
日
（
金
）
10
時
30
分
〜
14
時

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
学
校

（
三
次
市
十
日
市
南
六
丁
目
14

－

１
）

〇
自
動
車
整
備
課
・
溶
接
加
工
課
・
建
築

課
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
の
実
習
場
公
開
・

体
験
コ
ー
ナ
ー

〇
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
粗
品
を
ゲ
ッ
ト

〇
実
習
作
品
・
紙
太
鼓
な
ど
の
即
売
、
飲

食
物
の
バ
ザ
ー

〇
子
供
向
け
、
芋
ほ
り
・
積
み
木
大
会
・

働
く
車
展
示
な
ど

『
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
か
ら
衣
替
え
！

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
１
等
・
前
後

賞
合
わ
せ
て
５
億
円
！
』

・
１
等
／
３
億
円

・
前
後
賞
／
各
１
億
円

『
た
く
さ
ん
当
た
る
！
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
が
新
登
場
！
　
今
回
の
ミ

ニ
は
１
等
の
前
後
賞
つ
き
！
』

・
１
等
／
３
０
０
０
万
円

・
前
後
賞
／
各
１
０
０
０
万
円

10
月
11
日（
水
）〜
10
月
31
日（
火
）

　
　
　

１
枚
／
３
０
０
円

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

高
齢
化
対
策
な
ど
の
福
祉
向
上
に
使
わ
れ

ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
、
第
十
回
特

別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。請
求
期
間
が
過
ぎ
る
と
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

に
請
求
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
請
求
を
さ
れ
た
方
は
、
国
債
交

付
ま
で
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

日
時

場
所

対
象

対
象

支
給
額

対
象

給
付
額

対
象

給
付
額

支
給
月

支
給
額

支
給
月

相
談
受
付
内
容

相
談
担
当
者

支
給
対
象
者

支
給
内
容

請
求
期
限

持
参
す
る
も
の

請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

日
時

場
所

日
時

告
示
日

投
票
日
時

場
所

判
定
補
装
具

内
容

販
売
期
間

販
売
金
額

来
て
み
ん
さ
い
技
能
祭

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
８
２
４

-

62

-

３
４
３
９

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

（
公
財
）
広
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
８
２

-

２
２
３

-

６
５
４
５

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

広
島
簡
易
裁
判
所

☎
０
８
２

-

５
０
２

-

１
３
８
９

障
害
児
福
祉
手
当
と
特
別
障
害
者
手
当

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査

〜
働
く
人
の
明
日
を
つ
く
る
〜

政
策
企
画
課

☎
42

-

５
６
１
２

広
島
県
知
事
選
挙
投
票
日
は

11
月
12
日
の
予
定
で
す

選
挙
管
理
委
員
会

☎
42

-

１
１
３
６

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
と

自
動
車
改
造
費
の
一
部
を
給
付

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

お
知
ら
せ

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

て
、公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権

を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い
場
合
、次
の
順
番

に
よ
る
ご
遺
族
一
名
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

① 

弔
慰
金
受
給
権
者

② 

戦
没
者
等
の
子

③ 

戦
没
者
等
の
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・

兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

④ 

①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族（
甥
、姪
等
）

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
１
年
以
上

の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り

ま
す
。

額
面
25
万
円

（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

本
庁
社
会
福
祉
課
又
は
各
支
所
窓
口
係

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
・
印
か
ん

※

手
続
き
に
は
お
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

当
時
の
資
料
や
戸
籍
、
受
給
歴
の
わ
か

る
も
の
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ご当地めいすいくん総選挙
で当選した広島県知事選の
啓発キャラクター
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寄
附
件
数
　
１
４
７
件

寄
附
額
　
　
１
，
９
５
５
，
０
０
０
円

（
８
月
分
合
計
）

中
国
道
で
は
、
台
風
・
強
風
・
冬
季
の

降
雪
等
に
よ
り
高
速
道
路
区
域
外
か
ら
樹

木
・
竹
な
ど
が
倒
れ
込
み
通
行
に
支
障
を

来
す
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。高
速
道

路
内
へ
の
倒
れ
込
み
の
恐
れ
が
あ
る
樹

木
・
竹
等
に
つ
い
て
は
、
お
手
数
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
土
地
所
有
者
の
皆
様
で
伐

採
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。倒
木
・

倒
竹
な
ど
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
所
有
者
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。高
速
道
路
の
通
行
に
支
障
と
な

る
樹
木
・
竹
等
の
倒
れ
込
み
を
発
見
し
た

場
合
は
、通
行
の
安
全
確
保
の
た
め
、西
日

本
高
速
道
路（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）で
伐

採
・
排
除
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

土
地
所
有
者
の
方
が
伐
採
さ
れ
る
際
に
高

速
道
路
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
場
合

は
、道
路
管
理
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
政
見
等
を
掲
載
し
た
「
選
挙

公
報
」
の
配
布
は
、新
聞
折
込
及
び
本
庁
・

各
支
所
へ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
、
新
聞
の

折
込
が
入
ら
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
「
選

挙
公
報
」
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
に
は
郵

送
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
送
付
先
を
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

無
投
票
と
な
っ
た
場
合
に
は
「
選
挙
公

報
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
10
月
７
日（
土
）9
時
30
分
〜
15
時

・
北
広
島
町
役
場
本
庁
2
階
会
議
室

（
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
）

●
10
月
21
日（
土
）9
時
30
分
〜
14
時
30
分

・
広
島
市
安
佐
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

工
作
実
習
室（
広
島
市
安
佐
南
区
中
筋
）

○
建
設
業
、陸
運
・
自
動
車
、土
地
利
用
、国

際
業
務
、法
人
設
立
、交
通
事
故
、相
続
・

遺
言
、
権
利
義
務
・
事
実
証
明
、
中
小
企

業
支
援
、営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と
な
ど

　
　
　
　
　
行
政
書
士

※

各
回
と
も
予
約
は
不
要
で
す
。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
あ
き
た
か
た
9
月
号
35
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
本
号
36
ペ
ー
ジ
に
て

訂
正
再
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。※このおよろこびとおくやみは届出時に掲載を希望された方のみです。市外で届けられた方や掲載の確認が取れていない方の名前の掲載を希

望される場合は、政策企画課☎42-5627 までご連絡ください。

吉田町

八千代町

高宮町

甲田町

向原町

吉田町

八千代町

美土里町

高宮町

甲田町

向原町

美土里町

［小　山］

［中　馬］

［国　司］

［吉　田］

［多治比］

［下　根］

［下　根］

［勝　田］

［佐々井］

［横　田］

玉本　 好和
佐古 　　栄
山繁　 一之
佐々木 永光
大野　 大典

宇品　 政德
竹田 アサ子
岡上　 信昭
土橋 フミ子

三雲　 義彦

（69 歳）

（87 歳）

（86 歳）

（67 歳）

（88 歳）

（84 歳）

（85 歳）

（84 歳）

（94 歳）

（88 歳）

［横　田］

［横　田］

［　北　］

［　北　］

［本　郷］

［佐々部］

［船　木］

［羽佐竹］

［原　田］

［川　根］

［高田原］

兒玉 ヨシエ
藤安　 義昭
宮崎　 鈴子
小櫻 ミヨコ
高橋　 文雄

　原　 勝夫
田邉　 淑治
正田　 慧子
加藤　 昭二
中本　 憲治

栗栖　 政德

（93 歳）

（89 歳）

（79 歳）

（87 歳）

（67 歳）

（72 歳）

（86 歳）

（77 歳）

（90 歳）

（63 歳）

（88 歳）

［高田原］

［下小原］

［下甲立］

［浅　塚］

［深　瀬］

［　坂　］

［　坂　］

［　坂　］

［長　田］

前　 　敏子
田中　 春人
中本　 玉子
岡部　 光久
佃　 サダコ

桑原　 　肇
望月　 星稀
竹森　 一人
益原　 和彦

（84 歳）

（83 歳）

（86 歳）

（87 歳）

（86 歳）

（59 歳）

（91 歳）

（92 歳）

（84 歳）

栗本　 唯以
寺本 野々花
田中　 芽彩
森田　 颯志
木村　 祐仁
小川　 智裕

（くりもと ゆい・女）

（てらもと ののか・女）

（たなか めい・女）

（もりた そうし・男）

（きむら ゆうと・男）

（おがわ ともひろ・男）

寺本　 もあ
草田　 朔弥

渡井 あかり

藤川 　柚葉
新宅 　千夏

（てらもと もあ・女）

（そうた さくや・男）

（わたい あかり・女）

（ふじかわ ゆずは・女）

（しんたく ちなつ・女）

西原 　　響

宮本 珠々葉

中田 　　葵
福永　　 紬

（にしはら きよう・男）

（みやもと すずは・女）

（なかた あおい・男）

（ふくなが つむぎ・女）

敬称略

敬称略

ハローワーク安芸高田の
求人求職状況（7月分）

月間有効求職者数

月間有効求人数

月間有効求人倍率

382 人

576 人

1.51 倍

お仕事のご相談・求人募集は
ハローワークをご利用ください
☎42-0605　　42-0224

選
挙
公
報
を
郵
送
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会

☎
42

-

１
１
３
６

高
速
道
路
沿
い
の
伐
採
の
お
願
い

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
三
次
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
２
４

-

62

-

５
１
３
５

市
役
所
で
は
死
亡
届
を
出
さ
れ
る
際
に
、

届
出
人
の
方
に
、
お
く
や
み
情
報
（
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
の
氏
名
や
葬
儀
情
報
等
）

を
公
開
さ
れ
る
か
非
公
開
に
さ
れ
る
か
、
ご

遺
族
の
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
お
く
や
み
情
報
を
非
公
開
と

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
太
助
フ
ォ
ン
の
放
送

・
広
報
あ
き
た
か
た
へ
の
掲
載

・
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ

・
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ

お
く
や
み
情
報
の
お
問
い
合
わ
せ

総
合
窓
口
課

☎
42

-

５
６
１
６

行
政
書
士
の「
一
日
無
料
相
談
所
」開
設

広
島
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
２

-

２
４
９

-

２
４
８
０

相
談
受
付
内
容

意
向
確
認
す
る
内
容

相
談
担
当
者

きれいな空気と優しい緑の中で育った安芸高
田市産。糖度が高く酸味も強い「豊水梨」、比
較的酸味も強くさっぱりとした味わいが特徴
的な「晩三吉梨」、甘味と酸味がバランスよく
調和しさっぱりとした味わいの「二十世紀梨」
「新興梨」。地元農家さんが丁寧に育てた梨は
市外からの注文も多数寄せられる人気商品。

「もう一度食べたくなる」地元産の美味しい梨をお送りしています

安芸高田市産の梨ＪＡ広島北部

コメント

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

地
方
創
生
推
進
課

☎
42

-

２
１
２
０

移動献血のお知らせ
（400mL献血）

～『命をつなぐ献血』にご協力を～

10 月 17日（火）
〇JA広島北部本店
　9：30～ 12：00
〇JA吉田総合病院
　14：00～ 16：00

10 月 17日（火）
〇JA広島北部本店
　9：30～ 12：00
〇JA吉田総合病院
　14：00～ 16：00

自衛官候補生（男子・女子）陸上自衛隊高等工科学校生徒（男子）

※見込含む※見込含む

貸費学生

※待遇、給与等の詳しい内容につき
ましてはホームページをご覧にな
るか、自衛隊可部募集案内所にお
問い合わせください。

※本庁・各支所にパンフレットを置
いていますのでご利用ください。

自衛官募集　～平和を仕事にする～

自衛隊可部募集案内所　☎082-815-3980 検索広島地本

《応募資格》
18歳以上 27歳未満
《受付期間・試験日》
年間を通じて受付してお
ります。
詳細はお問い合わせくだ
さい。

■推薦
《応募資格》
中卒 17 歳未満で成績優秀か
つ生徒会活動等に実績があ
り、学校長の推薦ができる方
《受付期間》
11月１日～12月 1日
《試験日》
30年 1月 6日～ 8日のいず
れか指定する 1日

■一般
《応募資格》
中卒 17歳未満
《受付期間》
11月１日～30年 1月 9日
《試験日》
一次：30年 1月 20日
二次：30年 2月 1日～ 4日
のいずれか指定する 1日　

■技術
《応募資格》
大学の理学部、工学部 3・4 年
次または大学院修士課程在学の
方（専門職大学院を除く）（正規
の修業年限を終わる年の 4月 1
日現在で 26 歳未満※大学院修
士課程在学者は28歳未満）
《受付期間》
11月１日～30年 1月 9日
《試験日》
30年 1月 27日
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※都合により変更になる場合があります。
出かける前に医療機関へお問い合わせください。

■高田地区休日夜間救急診療所　吉田総合病院（吉田町） ■児玉眼科医院（吉田町）
　平日　　　17：00～翌 8：30
　日・祝日　   8：30～翌 8：30
　【内科・外科】☎42-0636

　10 月 15 日（日）　【眼科】☎42-0226

■市県民税 第 3 期
■国民健康保険税 第 5 期 ／　納期限：10 月31 日（火）10 月の納税

10月の休日・夜間の救急医療

10 月の相談

12 日（木）

26 日（木）

予約は 9 月 28 日（木）より
受付 吉田人権会館
☎42-2826

予約は 10 月 12 日（木）より
受付 たかみや人権会館
☎57-1330

予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館
☎57-1330

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎52-3555

総務課
☎42-5611

吉田人権会館
☎42-2826

社会福祉課
☎42-5615

障害者基幹相談支援センター
☎47-1080

清風会つぼみ
☎47-2092

相談支援事業所もやい
☎45-2320

地域包括支援センター
☎47-1132

消費生活相談室
☎42-1143

☎局番なしの＃8000
（携帯電話からも利用可）

13：00～16：00

13：00～16：00

10：00～12：00

13：30～15：30

10：00～15：00

10 日（火）

24 日（火）

3 日（火）

巡回無料弁護士相談会

行政相談

くらしの総合相談

総合相談 高宮会場

年金・労働
無料相談会

生活困窮者相談

障害者相談

高齢者相談

消費生活相談

お太助フォン相談

広島県小児救急医療
電話相談

美土里会場

甲田会場

向原会場

吉田会場

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

吉田人権会館

たかみや人権会館

美土里支所

甲田支所

向原支所

注）相談時間はお 1 人 30
分までです
注）相談回数は同じ相談で
は 1 回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士
に利害関係がある場合は、
相談をお断りすることがあ
ります

弁護士が無料で
様々な相談を
お受けします

国の機関へ苦情や意見・
暮らしの心配事の相談
などお受けします

様々な暮らしの心配事
相談をお受けします

年金・労働のお悩み、障
害年金請求の記入方法
などに社会保険労務士
がお答えします

生活保護など生活困窮
に対する相談をお受け
します

障害者やその家族の方
などのお悩みをお受け
します

高齢者に関する相談を
お受けします

悪質な商取引に関する
消費者相談をお受けし
ます

お太助フォンに関する
相談をお受けします

子どもの急な病気につ
いて休日や夜間にアド
バイスが受けられます

5 日（木）
19 日（木）

10 日（火）
24 日（火）

 25 日（水）

2 日（月）

平日

平日

平日

平日

平日

平日

平日

月・金

吉田人権会館

たかみや人権会館

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話相談

ゆめタウン吉田店
2F

文化教室

10：00～15：00

10：00～15：00

13：00～15：45

8：30～17：15

八千代人権福祉センター
☎52-7500相続・後見相談会 相続・後見制度 八千代

人権福祉センター13：00～16：00

8：30～17：30

8：30～17：00

9：00～18：00

8：30～17：30

9：30～12：00
13：00～16：30

広島県生活センター
☎082-223-8811県民相談

離 婚・相 続・近 隣 ト ラ
ブル、交通事故などの相
談をお受けします

平日 電話・窓口相談9：00～17：00

9：30～18：00

19：00～翌 8：00

CBBS（中国ブロードバンド
サ ー ビ ス 株 式 会 社）☎45- 
7017★お 太 助 フ ォ ン か ら は
99-5500

行政相談委員が
行政に関する
困りごとや意見など
お受けします
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